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抄  録  
運動は免疫機能に影響を与えて変化させることが知られている。太極拳は中高齢者で健康保持・増進
目的で広く⾏われているが、免疫機能への影響の知⾒は少ない。本研究の目的は中高齢者の 1 回の太極
拳の実施前後における唾液中分泌型免疫グロブリン A（Secretory Immunoglobulin A; SIgA）、唾液中
βディフェンシン 2（human beta defensin 2; HBD-2）、および気分の変化を測定して中高齢者の免疫
機能に対する太極拳の影響を明らかにすることである。対象者は太極拳教室に参加している中高齢者 31
名（67.38±8.89 歳）とした。対象者が太極拳を⾏う前と後に唾液採取と気分の測定を⾏った。唾液中
SIgA と HBD-2 は ELISA（Enzyme-Linked Immunosorbent Assay）で測定し、気分は Profile of Mood 
States（POMS）で測定した。その結果、SIgA 分泌速度は太極拳実施前では 22.18±12.78μg/min、太
極拳実施後では 23.01±9.47μg/min であり、有意な変化が認められなかった。65 歳以上の⼥性群の
HBD-2 分 泌 速 度 は 、 太 極 拳 実 施 前 で は 311.78±246.72pg/min 、 太 極 拳 実 施 後 で は
192.32±127.23pg/min であ り、 有意 な低 下 が認 めら れ た(p<0.05)。POMS の 結果 では 、 抑う つ
(Depression)、怒り -敵 意 (Anger-Hostility)、 混 乱 (Confusion)に お い て 有 意 な 改 善 が 認 め ら れ た
(p<0.05)。今回の研究により、中高齢者における１回の太極拳実施は POMS を改善させる効果が認め
られたが、他方、65 歳以上の⼥性群では唾液 HBD-2 分泌が減少して口腔内免疫機能が抑制される可能
性が示唆された。太極拳は、中高齢者が安全に実施できる健康運動と考えられているが、実施において
は HBD-2 のような免疫学的指標をもとに体調を管理する必要があると考えられる。 
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日本では 4 人に 1 人が 65 歳以上の高齢者とな
り、さらに 20 年後は 3 人に 1 人が高齢者になる









伴って免疫 機能は変化 する(McClelland et al., 
1982)。一過性運動による変化としては、運動中
は免疫機能が活性化するが、⾼強度持久性運動の






指標と し て 、唾液中の分泌型免疫グロブリン
A(Secretory Immunoglobulin A; SIgA)が知ら
れている。唾液中の SIgA は口腔粘膜表面で上気
道感染症の感染防御に働いており(Gleeson et al., 
1999)、SIgA 分泌は⾼強度持久性運動後には一時
的に低下し、適度な継続性運動トレーニングによ












増加と血糖値減少(Thomas et al., 2005)、総コ
レステロールおよび LDL コレステロールの減少










デ ィ フ ェ ン シ ン 2 (human beta defensin 2; 
HBD-2)が注目されている。HBD-2 は抗菌ペプチ
ドであり、唾液 HBD-2 濃度は⾼強度運度で増加
し(Usui et al., 2011)、高齢者のヨガ実施後にも











対象者は WASEDA Club2000 の太極拳教室に
参加している健康な中高齢者 31 名(男性: 14 名, 
⼥性: 17 名, 67.38±8.89 歳 44 歳から 83 歳ま
で)とした。65 歳未満は 9 名(男性: 1 名, ⼥性: 8
名, 56.2±6.5)、65 歳以上は 22 名(男性: 13 名, 
⼥性: 9 名)であった。対象者の身体特性は表 1 に
示した。すべての対象者には実験を⾏う前に本測
定の趣旨や内容を説明し、文書で参加の同意を得













教室で⾏い、１か所の 18 名は朝 10 時 40 分から




















内を水で 30 秒間ゆすぎ、それを 3 回繰り返した。
5 分間の安静後、脱脂綿(サリベット®,  Sarsted






5. SIgA の測定 
唾液 SIgA 濃度は抗 secretory component 抗
体(Thermo Fisher Scientific)とペルオキシダー
ゼ標識抗ヒト IgA 抗体(MP Biomedicals)を用い
た ELISA で測定した(秋本ら, 1998)。SIgA 濃度
(μg/ml)と唾液分泌速度 (ml/min)の積により 1




HBD-2 の濃度は Defensin 2 (human) ELISA 
kit (Phoenix Pharmaceuticals)を用い、測定し
た 。 HBD-2 濃 度 (pg/ml) と 唾 液 分 泌 速 度




気 分 の 測 定 は 日 本 語 版 Profile of Mood 
States(POMS)短縮版(⾦⼦書房 , 東京)を用いた。
気分は、緊張-不安(Tension- Anxiety; T-A)、 抑
う つ (Depression; D) 、 怒 り - 敵 意
(Anger-Hostility; A-H)、活気 (Vigor; V)、疲労
(Fatigue; F)、混乱 (Confusion; C)の 6 因子の
標準化得点(T 得点)として算出した。  
 
8. 統計 
統計処理は SPSS14.0J for Windows (SPSS 
JAPAN Inc.)を⽤いて⾏った。測定値は平均値±
標準偏差で示した。太極拳実施の前後比較には対












1.唾液分泌および SIgA 分泌  
唾液分泌速度の変動は図 1 に、SIgA 濃度の変
動は図 2 に、SIgA分泌速度の変動は図 3 に示す。
唾 液 分 泌 速 度 で は 、 太 極 拳 実 施 前 で は






SIgA 分 泌 速 度 で は 、 太 極 拳 実 施 前 で は






図 1.太極拳実施前後の唾液分泌速度  




図 2.太極拳実施前後における SIgA 濃度  
pre: 太極拳実施前, post: 太極拳実施後  
値は平均値±標準偏差(n=31)
 




図 3.太極拳実施前後における SIgA 分泌速度  




2.HBD-2 分泌  
HBD-2 濃度の変動は図 4 に、HBD-2 分泌速度






図 4. 太極拳実施前後における HBD-2 濃度  
pre: 太極拳実施前, post: 太極拳実施後  
値は平均値±標準偏差(n=31) ＊p<0.05
 




図 5. 太極拳実施前後における HBD-2 分泌速度  
pre: 太極拳実施前, post: 太極拳実施後  
値は平均値±標準偏差(n=31) ＊p<0.05
 
HBD-2 分 泌 速 度 は 、 太 極 拳 実 施 前 で は
258.62±224.61pg/min 、 太 極 拳 実 施 後 で は
194.66±190.92pg/min であり、有意な低下が認
め ら れ た (p<0.05)。性別（ p=0.049） と年齢
（p=0.049）において交互作用が認められたため、
65 歳未満の男性、65 歳未満の⼥性、65 歳以上の
男性、65 歳以上の⼥性の 4 群に分けたが、65 歳
未満の男性は 1 人しかいなかったため、残りの 3
群について検討した。 
 
1). 65 歳未満の⼥性群（n=8） 
HBD-2 分泌速度の変動は図 6 に示す。HBD-2
分 泌 速 度 は 、 太 極 拳 実 施 前 で は
238.11±216.46pg/min 、 太 極 拳 実 施 後 で は
209.65±199.48pg/min であり、平均値は低下し




図 6. 65 歳未満⼥性群の太極拳実施前後の HBD-2 分泌速度  
pre: 太極拳実施前, post: 太極拳実施後  
値は平均値±標準偏差(n=8)
 
2). 65 歳以上の男性群（n=13） 
HBD-2 分泌速度の変動は図 7 に示す。HBD-2
分 泌 速 度 は 、 太 極 拳 実 施 前 で は
207.23±206.22pg/min 、 太 極 拳 実 施 後 で は








図 7. 65 歳以上男性群の太極拳実施前後の HBD-2 分泌速度  
pre: 太極拳実施前, post: 太極拳実施後  
値は平均値±標準偏差(n=13)
 
3). 65 歳以上の⼥性（n=9） 
HBD-2 分泌速度の変動は図 8 に示す。HBD-2
分 泌 速 度 は 、 太 極 拳 実 施 前 で は





図 8. 65 歳以上⼥性群の太極拳実施前後の HBD-2 分泌速度(n=9) 




POMS の変動は図 9 に示す。標準化した T 得点
では、太極拳実施前では T-A では 37.77±5.05、
D では 42.35±5.05、A-H では 38.87±3.21、V
では 41.90±11.71、F では 38.80±5.23、C では
46.45±5.79 、 太 極 拳 実 施 後 で は T-A で は
36.19±2.90、D では 40.06±1.48、A-H では
37.25±1.03 、 V で は 45.35±12.05 、 F で は
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38.70±4.23、C では 44.35±4.75 であり、D、 A-H、C で有意な改善が認められた(p<0.05)。 
 
 
図 9.太極拳実施前後の POMS の 6 因子の変化 
pre: 太極拳実施前, post: 太極拳実施後  










者 31 名を対象とし、1 回 90 分間の太極拳実施に










の向上が 得 ら れ る と報告さ れ て お り (Thomasu 
et al., 2005; Lu et al., 2003; Goon et al., 
2009; ⾦ら , 2006; Maciaszek et al., 2007)、
中高齢者において健康保持・増進のために広く実
施されている。しかし今回の結果は、太極拳実施




たしている(Gleeson et al., 1999; Tamura et al., 
2004)。唾液中 SIgA は一過性の⾼強度持久性運
動によって一時的に低下する(Mackinnon et al., 
1993)。太極拳による SIgA の変化については、














7 年以上の熟練者群では太極拳実施後に SIgA が





は太極拳の経験が 1 年未満から 13 年まであり、













上皮細胞が産生 す る 。 βデ ィ フ ェ ン シ ン の うち
HBD-2 は細菌感染や炎症性サイトカインの刺激
によって誘導され、急性炎症との関係が指摘され
ている(Tomita et al., 2002)。 
⾼強度運動は炎症性サイトカイン産生を促進
し(Ostrowski et al., 1999)、唾液 HBD-2 濃度を















トレスや身 体 的 ストレス に よ っ て誘導さ れ る









極拳の実施で T-A、D、A-H、C が減少し、V は増

















HBD-2 が増加し、POMS の結果も改善した(Eda 
et al., 2013)。今回の太極拳の研究では、POMS
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